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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年５月１３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 衝突 

発生日時 令和７年９月１４日 ０８時４９分頃 

発生場所 兵庫県明石市林崎
はやしざき

漁港南西方沖 

 林崎港５号防波堤灯台から真方位２４２°１,７２０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°３８.２′ 東経１３４°５７.０′） 

事故の概要  漁船三佳
み よ し

丸は、北東進中、また、プレジャーボート播磨虎
は り まと ら

は、船首

を北北東方に向けて漂泊中、両船が衝突した。 

 播磨虎は、船長及び同乗者５人が負傷し、船体中央部外板の破口等

を生じ、また、三佳丸は、船首部に擦過傷を生じた。 

事故調査の経過  令和７年９月１８日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 漁船 三佳丸、９.１トン 

   ＨＧ２－５５８２（漁船登録番号）、一般社団法人兵庫県漁船

リース協会 

   １４.９５ｍ（Lr）×３.６８ｍ×１.２８ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、４００kＷ（動力漁船登録票による）、平成 

１２年９月１３日 

Ｂ プレジャーボート 播磨虎、２.８トン 

   ２６０－４４３５３兵庫、個人所有 

   ６.６７ｍ（Lr）×２.５２ｍ×１.２９ｍ、ＦＲＰ 

   ガソリン機関、１２８.７kＷ、平成１７年４月 

（写真１、写真２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

写真１ Ａ船          写真２ Ｂ船 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ ４５歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 
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    免許登録日 平成１０年４月８日 

    免許証交付日 令和４年７月１５日 

           （令和１０年４月７日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ ７５歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 平成１５年７月２９日 

    免許証交付日 令和４年８月２９日 

           （令和１０年７月２８日まで有効） 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 重傷 ２人（同乗者）、軽傷 ４人（船長Ｂ及び同乗者） 

 損傷 Ａ 船首部に擦過傷 

Ｂ 船体中央部外板に破口及び亀裂、操舵区画の損壊 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 西南西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の初期 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか３人（以下「乗組員Ａ１」、「乗組員Ａ２」、「乗組

員Ａ３」という。）が乗り組み、播磨灘の鹿
しか

ノ瀬にのり
．．

養殖施設を設置

する目的で、令和７年９月１４日０５時３５分頃に林崎漁港を出航し

た。 

 船長Ａ、乗組員Ａ１、乗組員Ａ２及び乗組員Ａ３は、０６時２０分頃

に鹿ノ瀬に到着し、のり
．．

養殖施設の設置作業を開始した後、０８時 

２０分頃に同作業を終えて林崎漁港に戻ることとした。 

（図１ 参照） 
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図１ 事故発生経過概略図 

 

 船長Ａは操舵室中央の椅子に座って手動操舵（リモコン操舵）で操

船に当たり、乗組員Ａ１は前部甲板の左舷側で船尾方を向いて座り、

乗組員Ａ２は後部甲板の左舷側で船尾方を向いて座り、乗組員Ａ３は後

部甲板の右舷側で船尾方を向いて座っていた。（写真３～５参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿ノ瀬 

養殖区画 
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兵庫県 
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Ａ船 
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明石海峡航路 
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（令和７年９月１４日 

 ０８時４９分頃発生） 
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写真３ 船長Ａの操船姿勢（再現） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 乗組員Ａ１の乗船姿勢（再現） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ 乗組員Ａ２及び乗組員Ａ３の乗船姿勢（再現） 

 

 船長Ａは、Ａ船を増速させて約２０ノット（kn）の速力（対地速

力、以下同じ。）で東北東進させた。 

 船長Ａは、船首浮上によって船首方に死角が生じており、また、日

曜日でふだんよりもプレジャーボートが多かったので、死角を補う目

的で約３分（船長Ａの感覚）に１回椅子から立ち上がり、船首を左右

に振って見張りを行い、航行に支障がある他船を認めた場合には避け

リモコン 

船首方 

船尾方 
乗組員Ａ２ 

乗組員Ａ３ 

本事故当時、船首甲板にフロートは積まれて

いなかった。 
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ながら操船を続けていた。（写真６参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ 船首を左右に振って見張りを行う際の船長Ａの操船姿勢 

（再現） 

 

 船長Ａは、林崎漁港南西方沖において、Ａ船を約１９kn の速力で

北東進させていたところ、右舷船首方約３００ｍに船首を東方に向け

て漂泊している船舶（以下「本件漂泊船」という。）を視認した。 

船長Ａは、正船首方に船舶を視認していなかったので、本件漂泊船

から少し距離を取ろうとして本件漂泊船に意識を向けながら左舵を 

取った。 

船長Ａは、本件漂泊船の船尾方を無難に通過できると思って進路を

戻そうと右舵を取ったところ、０８時４９分頃に衝撃を感じ、Ａ船の

右舷方に転覆しているＢ船を視認した。 

 船長Ａ、乗組員Ａ２及び乗組員Ａ３は、Ｂ船の乗船者２人がＢ船の船

底に上がっていたのでＡ船に移乗させるとともに、落水している他の

２人をＡ船に引き上げた。 

 船長Ａは、Ａ船に引き上げたうちの１人が大けがをしていたので、

乗組員Ａ３に１１９番通報するように伝えた。 

 船長Ａは、付近にいたプレジャーボートが別の落水者の救助に向 

かっているのを視認し、「大けがをしている人がいて帰航するので他

の落水者の救助をお願いします。」と大声で叫んでその場を離れた。 

 船長Ａは、林崎漁港に向けて操船中、本事故の発生を１１８番通報

した。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、知人５人（以下「同乗者Ｂ１」、

「同乗者Ｂ２」、「同乗者Ｂ３」、「同乗者Ｂ４」、「同乗者Ｂ５」という。）

を乗せ、釣りの目的で０５時５０分頃に明石市の係留地を出航した。 

 船長Ｂは、同乗者と共に鹿ノ瀬東方沖で流し釣りを行った後、０８

時３０分頃に林崎漁港南西方沖にＢ船を移動させ、船首を北北東方に

向けて船外機を運転させたままリモコンレバーを中立の位置にして流

し釣りを再開した。 
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 船長Ｂは右舷船尾部で右舷方を向いて舷外に足を出して座り、同乗

者Ｂ１は右舷船首部で右舷方を向いて立ち、同乗者Ｂ２は右舷中央部で

右舷方を向いて立ち、同乗者Ｂ３は左舷船首部で左舷方を向いて立

ち、同乗者Ｂ４は左舷中央部で左舷方を向いて立ち、同乗者Ｂ５は左舷

船尾部で左舷方を向いて立ち、それぞれた
．
い
．
釣りを行っていた。（図

２参照） 

 

 

 

 

 

 

図２ Ｂ船の乗船者の位置 

 

 船長Ｂは、Ｂ船の左舷船尾方約５００ｍにＡ船を視認したが、ふだ

ん航行中の他船が漂泊中のＢ船を避けていたので、いずれＡ船がＢ船

を避けると思った。 

 船長Ｂは、釣りを続けた後、再度、左舷船尾方を見た際、Ａ船が約

２００ｍに接近していたが、依然としてＡ船がＢ船を避けると思っ

た。 

 同乗者Ｂ４は、視線を海面から上げたところ、左舷船尾方約５０ｍ

にＢ船に向かって接近するＡ船を視認し、Ａ船の操舵室が見えなかっ

たので、危険を感じて叫んだ。 

 船長Ｂは、右舷方を向いて釣りを続けていたところ、同乗者Ｂ４の

叫び声が聞こえて振り返り、至近にＡ船を視認したがどうすることも

できず、Ｂ船とＡ船とが衝突した。 

 Ｂ船の乗船者は全員落水した後、同乗者Ｂ１、同乗者Ｂ２、同乗者 

Ｂ４及び同乗者Ｂ５はＡ船によって、船長Ｂ及び同乗者Ｂ３は付近のプ

レジャーボート２隻によってそれぞれ救助されて林崎漁港に運ばれ

た。 

 Ｂ船の乗船者は全員救急車で病院に搬送され、船長Ｂは低体温症及

び全身打撲、同乗者Ｂ１は骨盤多発骨折、右大腿
たい

骨顆
か

上開放骨折、右

腓
ひ

骨骨折及び右大腿挫滅創、同乗者Ｂ２は全身打撲、左下腿擦過傷及

び腰部打撲傷等、同乗者Ｂ３は右肩甲骨骨折、右顔面打撲傷及び全身

打撲等、同乗者Ｂ４は頸
けい

椎捻挫及び頭部打撲、同乗者Ｂ５は頸椎捻挫、

右足関節打撲傷及び頭部打撲とそれぞれ診断された。 

 Ｂ船は、来援した巡視艇によって明石市の岸壁にえい
．．

航された。 

（付表１ Ａ船のＡＩＳ記録（抜粋） 参照） 

 その他の事項  Ａ船には、レーダーが搭載されていなかった。 

 Ｂ船には、携帯式エアホーンなどが搭載されていなかった。 

同乗者Ｂ１ 

同乗者Ｂ５ 

船長Ｂ 
操舵区画 

同乗者Ｂ３ 

同乗者Ｂ２ 

同乗者Ｂ４ 
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分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ あり、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

(1) Ａ船に関する解析 

  ① 船長Ａは、操船中、船首浮上による死角が生じることを認識

しており、また、ふだんよりもプレジャーボートが多かったこ

とから、時折椅子から立ち上がり、船首を左右に振って見張り

を行っていたものと考えられる。 

  ② 船長Ａは、船首を左右に振っていたものの死角が十分に解消

されていなかったか、又はＢ船を見落としたことから、船首方

のＢ船に気付かなかったものと考えられる。 

  ③ 船長Ａは、Ｂ船に気付いていなかったことから、本件漂泊船

から距離を取ろうとして本件漂泊船に意識を向けながら操船し

ていたものと考えられる。 

  ④ ①～③から、Ａ船はＢ船と衝突したものと考えられる。 

(2) Ｂ船に関する解析 

  ① 船長Ｂは、Ｂ船に向かって接近するＡ船を視認したが、ふだ

ん航行中の他船が漂泊中のＢ船を避けていたことから、今回も

Ａ船が漂泊中のＢ船を避けると臆断したものと考えられる。 

  ② 船長Ｂは、漂泊中、船外機を運転させたままリモコンレバー

を中立の位置にしていたことから、同レバーの前後進の操作で

Ｂ船を早めに移動させることによってＡ船の進路を避けること

ができたものの、①から避航の時機を逸したものと考えられ

る。 

  ③ ①及び②から、Ｂ船はＡ船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、林崎漁港南西方沖において、Ａ船が北東進中、Ｂ船が船

首を北北東方に向けて漂泊中、船長Ａが、船首方の見張りを適切に 

行っていなかったため、Ｂ船に気付かず、また、船長Ｂが、継続的に

Ａ船の動静に注意を払っていなかったため、衝突回避動作を採る時機

を逸し、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・小型船舶の船長は、操船中に船首浮上による死角を生じる場合、

死角を十分に補うことができるまで船首を左右に大きく振った

り、減速したり、操船する位置を変えたり、見張りを行う要員を

配置する等して周囲の他船の早期発見に努めること。 

 ・小型船舶の船長は、漂泊中であっても、他船が自船を避けると思

わず、接近する他船を早期に発見できるよう、常時、周囲の見張

りを適切に行い、余裕のある時機に衝突回避動作を採ること。 
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 ・小型船舶安全規則（昭和４９年運輸省令第３６号）上、長さ１２

ｍ未満の小型船舶には汽笛を備える義務はないが、船長は、自船

に接近する船舶に対して音響による注意喚起を行うための携帯式

エアホーン等を備えることが望ましい。 
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付表１ Ａ船のＡＩＳ記録（抜粋） 

 

時 刻 

（時：分：秒） 

船位※ 
対地針路※ 

（°） 

対地速力 

（kn） 
北 緯 

（°-′-″） 

東 経 

（°-′-″） 

08:30:25 34-35-43.4 134-50-07.8 066.2 20.5 

08:31:24 34-35-50.3 134-50-30.7 072.3 20.3 

08:32:54 34-36-00.2 134-51-05.6 072.5 20.2 

08:33:25 34-36-03.5 134-51-17.7 070.0 20.2 

08:34:24 34-36-10.6 134-51-40.4 070.3 20.4 

08:35:26 34-36-19.0 134-52-03.9 066.0 20.3 

08:36:54 34-36-30.1 134-52-37.2 069.0 20.3 

08:37:25 34-36-33.8 134-52-49.0 069.6 20.4 

08:38:24 34-36-41.2 134-53-11.2 067.3 20.0 

08:39:24 34-36-49.0 134-53-33.4 066.0 20.3 

08:40:24 34-36-57.0 134-53-55.6 066.8 19.6 

08:41:24 34-37-04.7 134-54-17.6 074.4 19.6 

08:42:24 34-37-11.3 134-54-39.9 069.1 19.5 

08:43:25 34-37-19.4 134-55-01.8 062.3 19.4 

08:44:24 34-37-24.6 134-55-23.9 069.3 19.2 

08:45:25 34-37-31.7 134-55-46.3 069.5 18.8 

08:46:26 34-37-41.1 134-56-07.0 057.6 19.5 

08:47:26 34-37-50.6 134-56-27.3 064.4 19.5 

08:47:55 34-37-56.6 134-56-36.0 051.0 19.3 

08:48:25 34-38-02.7 134-56-45.3 052.9 19.8 

08:48:55 34-38-08.6 134-56-54.8 053.6 19.4 

08:49:25 34-38-12.0 134-56-59.3 010.8  1.2 

08:49:55 34-38-12.4 134-56-59.2 341.6  0.4 

08:50:55 34-38-12.6 134-56-58.9 301.9  0.3 

08:51:24 34-38-12.7 134-56-58.8 292.8  0.1 

08:51:54 34-38-12.7 134-56-58.8 315.7  0.2 

08:52:24 34-38-12.8 134-56-58.7 296.0  0.2 

08:53:31 34-38-14.8 134-57-00.4 063.1  7.1 

08:54:02 34-38-16.8 134-57-05.5 062.6 10.7 

※船位は、操舵室上方に設置されたＧＰＳアンテナの位置である。また、対地針路は真方位である。 


